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て
》
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但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
は
、
但
馬
国
府
、
但
馬
国
分
寺
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
十
七
年
三
月
に
開
館
し
た
豊
岡
市
立
の

施
設
で
す
。
設
計
さ
れ
た
の
は
、
植
村
直
己
冒
険
館
も
手
が
け
た

栗
生
明
氏
で
、
新
し
い
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
面
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

但
馬
は
兵
庫
県
北
部
に
位
置
し
、
日
本
海
に
面
し
た
地
域
で
す
。

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
も
多
く
の
伝
承
を
残
す
、
古
代

か
ら
独
自
の
文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
た
地
域
で
し
た
。
但
馬
に
は

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
が
二
百
ヵ
所
以
上
も

あ
り
、
但
馬
国
府
跡
、
但
馬
国
分
寺
跡
も
そ
の
一
つ
で
す
。
但
馬

国
府
・
国
分
寺
館
は
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
貴
重
な

出
土
品
を
保
存
・
展
示
し
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
拠
点

と
な
る
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

収
蔵
資
料
は
、
但
馬
国
分
寺
跡
や
但
馬
国
府
の
跡
で
あ
る
祢
布

ヶ
森
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
の
他
、
豊
岡
市
内
か
ら
出
土
し
た
旧
石

器
時
代
の
貴
重
な
遺
物
や
江
戸
時
代
の
資
料
な
ど
で
、
一
般
に
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
室
で
は
こ
れ
ら
の
収
蔵
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
特

に
目
を
引
く
の
が
巨
大
な
但
馬
国
分
寺
跡
の
井
戸
枠
で
す
。
墨
付

と
い
う
製
材
の
目
印
と
な
る
線
や
、
番
付
と
い
う
組
み
立
て
る
順

番
が
書
か
れ
て
い
て
、
当
時
の
加
工
技
術
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
常
設
展
示
の
ほ
か
、
企
画
展
示
室
で
は
年
に
四
回
テ

ー
マ
を
設
定
し
た
特
別
展
や
、
様
々
な
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
映
像
ホ
ー
ル
で
は
、
但
馬
国
府
と
国
分
寺
に
つ
い
て

の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

受
付
で
は
、
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
の
展
示
図
録
を
は
じ
め
、

年
報
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財
、
民
俗
、
郷
土
出
身
の
著
名
人
を

解
説
・
紹
介
し
た
書
籍
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
陳
列
・
販
売
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

大
学
か
ら
講
師

を
迎
え
て
、
万

葉
集
や
古
事
記
、

源
氏
物
語
に
関

す
る
連
続
講
座

を
開
催
し
て
い

ま
す
。

展
示
を
観
覧

す
る
だ
け
で
は

な
く
、
古
代
衣

装
の
試
着
や
勾

玉
づ
く
り
、
土

器
づ
く
り
、
火

起
こ
し
体
験
、



遺
跡
巡
り
等
、
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
目
の
不
自
由
な
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
部
の

出
土
品
は
、
実
際
に
手
に
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
子
供
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た

ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
担
当
職
員
で
あ
る
前
岡
学
芸

員
の
ブ
ロ
グ
が
あ
り
ま
す
。
展
示
企
画
の
難
し
さ
や
博
物
館
の
裏

側
、
発
掘
調
査
の
こ
と
な
ど
が
親
し
み
や
す
く
書
か
れ
て
お
り
、

「
敷
居
の
低
い
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
づ
く

り
」
を
目
指
そ
う
と
す
る
熱
意
が
う
か
が
え
ま
す
。

但
馬
国
分
寺
跡
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
発
掘
調
査
以
後
、
保
存

に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
平
成
二
年
に
は
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
発
掘
調
査
の
進
展
に
伴
い
、
追
加
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
で
は
、
発
掘
調
査

の
結
果
を
報
告
す
る
現
地
説
明
会
や
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
等
を
借
り
た
出
土
品
の
館
外
展
示
を
行
う
な
ど
、
考
古

学
の
最
新
の
成
果
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
べ
く
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

館
の
あ
る
一
帯
が
但
馬
国
府
の
跡
と
さ
れ
る
祢
布
ヶ
森
遺
跡
で

す
し
、
徒
歩
十
分
程
度
で
但
馬
国
分
寺
跡
も
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
を
訪
れ
て
展
示
を
ご
覧
に
な
っ
た
あ
と

は
、
付
近
を
散
策
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
古
代
但
馬
の
政
治
・
文

化
・
交
通
の
中
心
で
あ
っ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
、
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

所 在 地：〒669-5305

兵庫県豊岡市日高町

祢布 808

電 話：0796-42-6111

開館時間：9:00～17:00

休 館 日：水曜日、祝日の翌日

12 月 28 日～1 月 4 日

入 館 料：大人 500 円

ホームページアドレス

http://www.city.toyooka.lg.jp/

kokubunjikan/top.html
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